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・新しい議会構成が決まりました………………………………………………… 2P
・日の出町営住宅管理条例の一部を改正する条例など
  議案審議PICK UP… ……………………………………………………………… 4P
・平成28年度決算審査……………………………………………………………… 8P
・　　　　　　「町政を問う」　8人の議員… ……………………………………10P

9月24日、平井秋祭りが
開催され、国指定重要無
形文化財「下平井鳳凰の
舞」が奉納されました。

一般質問

平成 29 年　第 3 回定例会
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新しい議会構成が決まりました
平成 29年第３回定例会（９月１日開催）において正副議長をはじめ各種
委員会等の新たな議会構成が決まりました。

議
長
・
副
議
長
就
任
に
あ
た
り

監
査
委
員（
議
会
選
出
）に
就
任

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
私
た
ち
は
、
去
る
９
月
１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に
存

じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

町
に
お
い
て
は
、
国
の
地
方
創
生
等
に
よ
り
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
最
上
位
の
計
画
で
あ
る
長
期
総
合

計
画
で
示
さ
れ
た
「
躍
進
ひ
の
で
！
ニ
ュ
ー
５
大
作
戦
」
と
整
合
を
図
り
つ
つ
、

住
民
や
関
連
団
体
と
連
携
し
た
独
創
的
な
施
策
の
展
開
も
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
平
成
27
年
９
月
か
ら
議
員
定
数

を
16
人
か
ら
14
人
に
削
減
し
、
そ
れ
に
伴
い
常
任
委
員
会
等
の
組
織
の
見
直

し
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
と
の
意
見
交
換
及
び
活
動
報
告
会
も

計
画
し
、
引
き
続
き
、
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
議
会
、
質
の
高
い
議
会
を
め

ざ
し
、
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議　長
星野　　茂

監査委員
東　　亨

副議長
青鹿　和男

○ 

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

折

田

眞
知
子

・
議
会
運
営
に
関
す
る
諸
般
の
協
議

副
委
員
長�

縄

井

貴
代
子

委

員

濵

中

映

慈

委

員

嘉

倉
　

治

委

員

小

玉

正

義

委

員

田

村

み
さ
子

委

員

青

鹿

和

男

委

員

加

藤

光

德

○ 

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

濵

中

映

慈

・
予
算
決
算
及
び
こ
れ
に
関
す
る
事

項

副
委
員
長�

村

木
　

満

委

員

議
長
、
議
会
選
出
監

査
委
員
を
除
く
議
員

○ 

総
務
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

委
員
長

田

村

み
さ
子

・
企
画
財
政
課

・
総
務
課

・
税
務
課

・
ま
ち
づ
く
り
課

・
建
設
課

・
産
業
観
光
課

・
会
計
課

・
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、

農
業
委
員
会
及
び
他
の
常
任
委
員

会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
務

副
委
員
長

清

水
　

浩

委

員

村

木
　

満

委

員

縄

井

貴
代
子

委

員

小

玉

正

義

委

員

星

野
　

茂

委

員

（

欠

員

）

○ 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

嘉

倉
　

治

・
生
活
安
全
安
心
課

・
町
民
課

・
子
育
て
福
祉
課

・
い
き
い
き
健
康
課

・
教
育
委
員
会

副
委
員
長

平

野

隆

史

委

員

濵

中

映

慈

委

員

折

田

眞
知
子

委

員

青

鹿

和

男

委

員

加

藤

光

德

委

員

東
　

　

亨
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○ 

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

折

田

眞
知
子

・
議
会
運
営
に
関
す
る
諸
般
の
協
議

副
委
員
長�

縄

井

貴
代
子

委

員

濵

中

映

慈

委

員

嘉

倉
　

治

委

員

小

玉

正

義

委

員

田

村

み
さ
子

委

員

青

鹿

和

男

委

員

加

藤

光

德

○ 

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

濵

中

映

慈

・
予
算
決
算
及
び
こ
れ
に
関
す
る
事

項

副
委
員
長�

村

木
　

満

委

員

議
長
、
議
会
選
出
監

査
委
員
を
除
く
議
員

○ 

総
務
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

委
員
長

田

村

み
さ
子

・
企
画
財
政
課

・
総
務
課

・
税
務
課

・
ま
ち
づ
く
り
課

・
建
設
課

・
産
業
観
光
課

・
会
計
課

・
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、

農
業
委
員
会
及
び
他
の
常
任
委
員

会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
務

副
委
員
長

清

水
　

浩

委

員

村

木
　

満

委

員

縄

井

貴
代
子

委

員

小

玉

正

義

委

員

星

野
　

茂

委

員

（

欠

員

）

○ 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

嘉

倉
　

治

・
生
活
安
全
安
心
課

・
町
民
課

・
子
育
て
福
祉
課

・
い
き
い
き
健
康
課

・
教
育
委
員
会

副
委
員
長

平

野

隆

史

委

員

濵

中

映

慈

委

員

折

田

眞
知
子

委

員

青

鹿

和

男

委

員

加

藤

光

德

委

員

東
　

　

亨

議席番号 １ ２ ３ ５ 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

定　
　
　
　

数

議　長◎・副議長○ ○ ◎

　　　　　氏　　名

種　　別　　　　

�

清　

水　
　
　

浩

村　

木　
　
　

満

�

縄　

井　

貴
代
子

（
欠　
　

員
）

濵　

中　

映　

慈

�

折　

田　

眞
知
子

�

嘉　

倉　
　
　

治
�

小　

玉　

正　

義

�

平　

野　

隆　

史

�
田　

村　

み
さ
子

�
青　

鹿　

和　

男

�

加　

藤　

光　

德

�

東　
　
　
　
　

亨

�

星　

野　
　
　

茂

監 査 委 員 ○ �１

議 会 運 営 委 員 会 副 ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ８

予算決算常任委員会 ○ 副 ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12

総務まちづくり常任委員会 副 ○ ○ ○ 長 ○ ７

厚生文教常任委員会 ○ ○ 長 副 ○ ○ ○ ７

一
部
事
務
組
合

阿伎留病院企業団議会 ○ ○ ○ ３

西秋川衛生組合議会 ○ ○ ○ ３

秋川流域斎場組合議会 ○ ○ ○ ３

外
部
の
協
議
会
・
審
議
会

三多摩上下水及び道路
建 設 促 進 協 議 会 2 1 3 ○ ４

秋川流域下水道�
促 進 協 議 会 ○ ○ 理 理 ○ ５

西多摩地域広域行政圏�
協 議 会 審 議 会 ○ ○ ○ ３

ＪＲ五日市線改善�
促 進 協 議 会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ７

三鷹立川間立体化複々線
促 進 協 議 会 ○ ○ ２

都 市 計 画 審 議 会 ○ ○ ○ ○ ４

議会だより編集委員会 ○ ○ 副 ○ 長 ○ ６

※　表内記号の説明　 長＝委員長　 副＝副委員長　 理＝理事
　　三多摩上下水及び道路建設促進協議会　１＝第１委員会（上水道）　２＝第２委員会（下水道）　３＝第３委員会（道路）

日の出町議会役職・委員会等委員構成表
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今号では、3つの議案を

Pick up

（
議
案
第
29
号
）　�

平
成
29
年
度
日
の
出
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

（
議
案
第
30
号
）　�

平
成
29
年
度
日
の
出
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

（
議
案
第
31
号
）　�

平
成
29
年
度
日
の
出
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

（
議
案
第
32
号
）　�

平
成
29
年
度
日
の
出
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

（
議
案
第
33
号
）　�

平
成
29
年
度
日
の
出
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

（
一
般
会
計
）

一
般
会
計
７
５
０
０
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
　
　

�

国
会
計
か
ら
配
分
さ
れ
る
普
通
交
付
税
の
不
足
分
の
う
ち
、
地
方
負
担
分

に
つ
い
て
は
、
必
要
と
す
る
自
治
体
が
特
例
地
方
債
（
赤
字
地
方
債
）
で

あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
を
発
行
で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
配

分
さ
れ
る
普
通
交
付
税
に
お
い
て
、
そ
の
特
例
地
方
債
で
あ
る
臨
時
財
政

対
策
債
に
振
り
替
え
る
額
の
減
少
に
よ
り
基
準
財
政
需
要
額
が
増
加
し
た

た
め
８
３
６
０
万
１
０
０
０
円
増
額
の
他
、
前
年
度
繰
越
金
に
つ
い
て
、

１
億
７
４
４
８
万
円
の
増
額
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

�
役
場
庁
舎
ト
イ
レ
の
洗
浄
機
能
付
便
座
へ
の
交
換
工
事
費
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

灯
の
自
立
型
ソ
ー
ラ
ー
ス
タ
ン
ド
設
置
工
事
費
な
ど
を
計
上
し
た
他
、
公

定
価
格
の
改
定
に
伴
う
保
育
所
運
営
費
の
増
額
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
繰
越
金
の
精
算
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
る
繰
出
金
の
減
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
9
月
定
例
会
　
議
案
審
議
◆

日
の
出
町
で
は

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

９
月
定
例
会　

９
月
１
日
～
９
月
20
日
ま
で
の
20
日
間

９月定例会議案

町長提出議案　１７件
議員提出議案　　２件

計　１９件

Pick up

1
平
成
29
年
度
日
の
出
町
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

主
な
補
正
内
容

歳
入

歳
出



5 ひので議会だより        号184

（
特
別
会
計
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
１
７
８
１
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
　
　

�
国
保
会
計
の
赤
字
補
填
の
為
の
そ
の
他
一
般
会
計
繰
入
金
を
減
額
し
、
前

年
度
繰
越
金
を
６
３
１
２
万
７
０
０
０
円
増
額
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

�

国
庫
支
出
金
前
年
度
超
過
交
付
分
返
還
金
を
１
８
５
６
万
２
０
０
０
円
増

額
し
、
一
般
会
計
繰
出
金
を
１
０
０
万
円
減
額
と
す
る
も
の
で
す
。

（
議
案
第
42
号
）　�

日
の
出
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
拡
大
に
向
け
、
町
営
住
宅
に
お
い
て
現
在
小
学

校
就
学
前
の
子
供
が
い
る
世
帯
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
資
格
要
件
」
の

緩
和
を
行
う
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
対
象
と
な
る

子
供
の
年
齢
を
、
条
例
第
６
条

第
６
項
第
４
号
中
「
小
学
校
就

学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
者
」

を
「
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
者
」
と
改
め
る
も
の
で
す
。

（
議
案
第
43
号
）　�

平
成
29
年
度
日
の
出
町
防
災
行
政
無
線
固
定
系
デ
ジ
タ
ル
化
移

行
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
で
、
町
内
の
屋
外
拡
声
子
局
等
37
カ

所
及
び
個
別
受
信
機
、
防
災
行
政
関
連
機
器
等
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
移
行
工
事
を
年
度
ご
と
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年　

屋
外
子
局
８
箇
所
、
再
送
信
子
局
４
箇
所
を
更
新

平
成
27
年　

�

屋
外
子
局
４
箇
所
の
更
新
・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
町
施
設
等
に
戸

別
受
信
機
420
台
を
設
置

平
成
28
年　

屋
外
子
局
10
箇
所
を
更
新

平
成
29
年　

屋
外
子
局
11
箇
所
を
更
新
予
定

Pick up

2
日
の
出
町
営
住
宅
管
理
条
例
に
つ
い
て

Pick up

3
防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

主
な
改
正
内
容

こ
れ
ま
で
の
経
過

歳
入

歳
出
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○…賛成　×…反対

番号 議　　案　　名 自 明 公 町 共 新 結　果

27 日の出町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

28 日の出町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

29 平成 29年度日の出町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

30 平成 29年度日の出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

31 平成 29年度日の出町下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

32 平成 29年度日の出町介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

33 平成 29年度日の出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

34 平成 28年度日の出町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

35 平成 28年度日の出町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

36 平成 28年度日の出町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

37 平成 28年度日の出町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

38 平成 28年度日の出町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

39 日の出町監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

40 日の出町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

41 日の出町都市計画条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

42 日の出町営住宅管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

43 平成 29年度日の出町防災行政無線固定系デジタル化移行工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

＜町長提出議案＞

番号 議　　案　　名 自 明 公 町 共 新 結　果

6 全国森林環境税の創設に関する意見書 ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

7 朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）の弾道ミサイル発射及び核実験に断固抗議する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

＜議員提出議案＞

議 案 と 結 果

＜各会派の名称と所属議員＞

 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）

明政会・町民党 明 ★田村　みさ子・濵中　映慈・村木　満・清水　浩・青鹿　和男 ５人

自民蒼政クラブ 自 ★小玉　正義・星野　茂・東　　亨・平野　隆史（※9月5日付で代表者が変更） ４人

公 明 党 公 ★嘉倉　治・縄井　貴代子 ２人

日 本 共 産 党 共 ★折田　眞知子 １人

一 新 の 会 新 ★加藤　光德 １人

＜会派の紹介・異動＞（8月 31日付で新しい会派及び所属議員の異動がありました）

 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）
明 政 会

（※「明政会・町民党」へ変更） 明 ★田村　みさ子・濵中　映慈・村木　満・清水　浩・青鹿　和男 ５人

※町民党は、明政会へ異動いたしました。
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意 　 見 　 書

議員提出議案による決議書

我が国の地球温暖化対策については、2020年度及び2020年以降の温室効果ガス削減が国際的
に約束されているが、その達成のためには、とりわけ森林吸収源対策の推進が不可欠となっている。
しかしながら、森林が多く所在する山村地域の市町村においては、木材価格の低迷や林業従事
者の高齢化・後継者不足に加え、急速な人口減少など、厳しい情勢にあるほか、市町村が、森林
吸収源対策及び担い手の育成等山村対策に主体的に取り組むための恒久的・安定的な財源が大幅
に不足している。
このような中、政府・与党は、『平成29年度税制改正大綱』において、「市町村が主体となって
実施する森林整備等に必要な財源に充てるため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め都市・
地方を通じて国民に等しく負担を求めることを基本とする森林環境税（仮称）の創設に向けて、
地方公共団体の意見も踏まえながら、具体的な仕組み等について総合的に検討し、平成30年度税
制改正において結論を得る」との方針を示したところである。
もとより、山村地域の市町村による森林吸収源対策の推進や安定した雇用の場の確保などの取

り組みは、地球温暖化防止のみならず、国土の保全や地方創生等にもつながるものであり、その
ための市町村の財源の強化は喫緊の課題である。
よって、下記の制度創設について実現を強く求めるものである。

記

平成29年度税制改正大綱において、「市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な財源
に充てるため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等しく負担を
求めることを基本とする森林環境税（仮称）の創設」に関し、「平成30年度税制改正において結
論を得る」と明記されたことから、森林・林業・山村対策の抜本的強化をはかるための「全国森
林環境税」の早期導入を強く求める。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成29年9月20日
東京都西多摩郡日の出町議会

内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、農林水産大臣、
環境大臣、経済産業大臣、衆議院議長、参議院議長　様

8月29日及び9月15日の両日、朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）は、北海道の上空を通過して
襟裳岬東の太平洋上に落下させる形で弾道ミサイルを発射し、我が国では全国瞬時警報システム（J
アラート）が、北海道、東北、北関東など12道県に避難を呼びかける事態となった。また、9月3
日には6度目の地下核実験を実施し、国民に大きな緊張と不安を感じさせた。
北朝鮮は、大量破壊兵器の運搬手段となり得る弾道ミサイルを本年になって10発以上発射し、
核実験も今回を含めて6回行っており、こうした行動は、我が国をはじめとした国際社会の平和と
安全を脅かし、核拡散防止の流れに逆行するものであり、断じて容認できるものではない。
よって、日の出町議会は、北朝鮮による弾道ミサイル発射及び核実験に対し、厳重に抗議する

と共に、北朝鮮が国際社会の一員として、核実験及び国連安全保障理事会決議に違反する行為を
今後中止するよう強く求めることをここに表明する。
以上、決議する。

　平成29年9月20日　
東京都西多摩郡日の出町議会

「全国森林環境税」の創設に関する意見書

朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）の弾道ミサイル発射及び核実験に
断固抗議する決議
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Ｑ　

義
務
的
経
費
の
動
向
に
つ

い
て

Ａ　

人
件
費
対
策
な
ど
行
っ
て

き
た
中
で
、
経
常
収
支
比
率

に
占
め
る
人
件
費
割
合
は

31
・
８
％
。
ほ
ぼ
落
ち
着
き

を
取
り
戻
し
て
き
て
い
る
。

一
方
、
扶
助
費
が
増
加
、
自

立
支
援
や
保
育
関
係
の
義
務

的
経
費
が
増
大
し
て
い
る
。

Ｑ　

基
金
の
適
正
水
準
に
つ
い

て

Ａ　

基
金
残
高
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
財
政
調
整
基
金
が
現

在
、
11
億
円
強
、
今
後
に
つ

い
て
も
15
億
円
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。
持
続
可
能
と
す

る
た
め
の
蓄
え
は
、
最
低
限

そ
の
く
ら
い
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ　

財
政
指
標
に
つ
い
て

Ａ　

経
常
収
支
比
率
は
、
112
・

４
％
、27
年
度
に
比
べ
て
７
・

１
％
悪
化
し
て
い
る
。
地
域

振
興
費
10
億
円
を
加
算
し
た

場
合
の
数
値
は
92
・
４
％
、

東
京
都
の
平
均
値
が
91
・

１
％
で
、
ほ
ぼ
同
様
の
数
値

と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　

平
井
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

Ａ　

具
体
化
は
さ
れ
て
い
な
い

が
、
今
後
、
普
通
財
産
の
活

用
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
今
後
の
取
り
組
み
は

Ａ　

全
施
設
の
簡
易
診
断
を
行

い
、
来
年
度
に
長
期
保
全
計

画
を
策
定
す
る
。
必
然
的
に

修
繕
が
発
生
し
た
場
合
に
は

個
別
修
繕
計
画
を
行
う
。

決
算
を
集
中
的
に
審
査
す
る
予
算
決
算
常
任
委
員
会

が
行
わ
れ
、活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、20
日
の
本
会
議
最
終
日
に
は
、委
員
長
に

よ
る
審
査
経
過
・
審
査
結
果
の
報
告
の
後
、採
決
に
よ

り
５
つ
の
会
計
決
算
全
て
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

  

主
な

　
　
質
疑

Q & A

一
般
会
計

平成 28 年度 各
会
計
の
決
算
を
集
中
審
議
（
９
月
12
・
13
日
）

会 　 　 計 　 　 名 歳　　　　入 歳　　　　出

一 　 般 　 会 　 計 ９１億１７００万円 ８８億６６００万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 会 計 ２５億５４００万円 ２４億５６００万円

下 水 道 事 業 会 計 ９億７９００万円 ９億４９００万円

介 護 保 険 会 計 １２億７６００万円 １２億２０００万円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 ３億７４００万円 ３億７０００万円

合 　 　 　 　 　 　 計 １４３億００００万円 １３８億６１００万円

平成 28年度会計別決算
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Ｑ　

人
事
制
度
構
築
委
託
料
の
概
要
と

効
果
に
つ
い
て

Ａ　

人
事
評
価
を
適
正
に
実
施
す
る
為
の

研
修
会
を
実
施
。
具
体
的
に
は
、
仕
事

目
標
を
設
定
し
、
達
成
率
等
の
評
価
結

果
を
勤
勉
手
当
の
成
績
率
に
28
年
度
は

反
映
さ
せ
た
。

Ｑ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
運
営
状
況
に
つ
い
て

Ａ　

28
年
10
月
か
ら
事
業
を
開
始
、
活

動
内
容
は
、
保
育
所
、
幼
雅
園
の
迎

え
及
び
帰
宅
後
の
預
か
り
を
行
っ
て

い
る
。協
力
員
17
名
、利
用
会
員
12
名
、

活
動
実
績
が
1
世
帯
で
あ
る
。

Ｑ　

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
に
つ
い
て 

Ａ　

28
年
度
か
ら
実
施
し
、
東
京
都
の

助
成
金
に
上
乗
せ
で
、
1
回
の
治
療

に
つ
き
5
万
円
が
上
限
。
申
請
件
数

は
8
件
で
あ
る
。

Ｑ　

東
雲
山
荘
改
修
工
事
の
内
容
と
進

捗
状
況
に
つ
い
て

Ａ　

改
修
工
事
は
、
外
壁
の
修
理
や
塗

り
直
し
で
、
建
具
も
直
し
て
い
る
。

営
業
期
間
は
4
月
下
旬
か
ら
12
月
中

旬
で
、
25
泊
で
269
人
の
方
が
利
用
し

た
。

Ｑ　

住
宅
改
修
補
助
金
の
実
績
と
今
後

に
つ
い
て

Ａ　

当
初
予
算
270
万
円
で
、
交
付
額
は
約

223
万
円
、交
付
件
数
は
36
件
。
内
容
は
、

水
回
り
、
お
風
呂
、
ト
イ
レ
、
外
壁
の

塗
装
が
多
い
。
3
年
間
状
況
を
見
な
が

ら
精
査
す
る
。

特
別
会
計

Ｑ　

小
学
校
通
学
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
状
況
及
び
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

Ａ　

28
年
度
ま
で
に
15
台
を
設
置
し
て

い
る
。
今
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
要
望

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
増
設
に
つ
い

て
前
向
き
に
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　

給
食
に
お
け
る
放
射
能
汚
染
物
質

検
査
継
続
に
つ
い
て

Ａ　

検
査
機
器
は
、
24
年
か
ら
3
年
間

リ
ー
ス
で
借
り
た
も
の
で
、
現
在
再

リ
ー
ス
の
5
年
目
と
な
る
。
流
通
の

段
階
で
も
放
射
能
検
査
は
行
わ
れ
て

い
る
の
で
、
時
期
を
見
て
収
束
す
る

必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険

Ｑ　

加
入
者
総
数
・
保
険
税
収
入
・
給

付
費
の
減
少
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
の
か

Ａ　

75
歳
以
上
の
方
が
後
期
高
齢
者
に

移
行
し
、
社
会
保
険
加
入
者
も
増
加

傾
向
に
あ
る
の
で
税
収
も
減
少
傾
向
。

給
付
費
で
は
、調
剤
費
が
2.3
％
下
が
っ

て
い
る
が
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

は
微
増
で
あ
る
。

Ｑ　

町
民
の
健
康
状
態
を
レ
セ
プ
ト
に

よ
り
分
析
し
健
康
推
進
計
画
に
活
用

を
Ａ　

今
年
度
デ
ー
タ
ー
ヘ
ル
ス
計
画
を

策
定
し
、
し
っ
か
り
分
析
を
し
て
、

役
立
て
て
い
く
。

介
護
保
険

Ｑ　

介
護
予
防
事
業
の
展
開
は

Ａ　

参
加
者
も
増
え
、
介
護
給
付
費
が
微

増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
予
防
事
業
に

力
を
入
れ
て
ゆ
く
。
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8人の議員

観
光
事
業
推
進
に
つ
い
て

質　

新
た
な
計
画
を
伺
う
。

課
長　

11
月
26
日
に
イ
オ

ン
駐
車
場
に
て
「
観
光
＆

物
産
フ
ェ
ア
」
を
開
催
、

町
の
観
光
資
源
と
物
産
品

を
町
外
に
広
く
広
報
す
る
。

年
間
約
一
千
万
人
の
イ
オ

ン
来
客
数
の
う
ち
九
割
以

上
が
町
外
か
ら
で
、
そ
れ

ら
の
方
々
が
町
の
観
光
施

設
に
来
て
下
さ
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
を
す
る
。

質　

観
光
協
会
が
一
般
社

団
法
人
化
さ
れ
た
が
ど
の

よ
う
な
進
展
が
あ
る
の
か
。

課
長　

法
人
格
を
持
つ
団

体
と
し
て
責
任
の
所
在
が

明
確
に
な
り
事
業
拡
大
が

可
能
と
な
る
。

質　

ト
マ
ト
の
旅
缶
を
発

売
し
た
が
目
的
は
。

課
長　

町
の
農
産
物
を
使�

っ
た
特
色
あ
る
み
や
げ
物

の
製
品
化
に
よ
り
肝
要
の

里
の
集
客
効
果
を
高
め
る

た
め
に
取
り
組
ん
だ
。
ひ

の
で
マ
ル
シ
ェ
や
日
の
出

山
荘
デ
ィ
ナ
ー
を
企
画
し
、

マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
町
の
宣
伝
に
効
果
が

あ
っ
た
。
ト
マ
ト
の
旅
缶

は
限
定
販
売
中
。

体
育
協
会
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

に
つ
い
て

質　

法
人
化
の
目
的
は
。

教
育
長　

自
力
で
単
独
活

動
を
行
い
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
進
め
る
と
と
も

に
窓
口
を
常
時
開
設
し
住

民
対
応
が
で
き
る
体
制
を

つ
く
り
、
事
業
の
準
備
や

ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
の
請

負
等
を
行
い
た
い
と
の
提

示
が
体
育
協
会
よ
り
あ
っ

た
。
約
50
万
円
の
補
助
金

増
額
に
よ
り
専
門
職
員
を

お
い
て
来
年
の
４
月
末
を

目
途
に
作
業
を
進
め
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

課
長　

組
織
強
化
が
図
ら

れ
、
信
用
と
責
任
が
増
し

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

ひのでトマトの旅缶

田た

村む
ら 

みみ

ささ

子こ
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受
益
者
負
担
の
適
正
化
に

つ
い
て
伺
う

質　

平
成
21
年
度
以
降
の

決
算
意
見
書
か
ら
「
使
用

料
等
の
受
益
者
負
担
の
検

討
が
必
要
」
と
指
摘
あ
る

が
、
取
組
経
過
を
伺
う
。

課
長　

使
用
料
で
は
平
成

26
年
度
に
、
ご
み
処
理
手

数
料
の
有
料
化
を
図
っ
た

の
を
初
め
、
谷
戸
沢
サ
ッ

カ
ー
場
、
や
ま
び
こ
ホ
ー

ル
の
使
用
料
を
設
定
し
た
。

27
年
度
に
は
、
学
校
施

設
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
、
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
な
ど
の
、

使
用
料
設
定
或
い
は
改
定

を
行
っ
た
。
行
政
財
産
の

目
的
外
使
用
に
つ
い
て
は
、

23
年
度
か
ら
、
自
動
販
売

機
の
設
置
に
伴
う
使
用
料

等
を
規
定
し
て
い
る
。

　

手
数
料
に
つ
い
て
も
、

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
に
関

連
し
て
、条
例
改
正
を
行
っ

て
き
て
い
る
。

質　

残
る
最
大
の
目
標
項

目
に
つ
い
て
伺
う
。

課
長　

更
な
る
受
益
者
負

担
の
適
正
化
を
進
め
る
う

え
で
、
ど
の
原
理
・
原
則

に
基
づ
き
受
益
者
に
負
担

を
求
め
る
か
な
ど
、
基
準
、

目
安
の
設
定
を
進
め
て
い

き
た
い
。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
使
用
料
・
手
数
料
の

減
免
に
つ
い
て
も
検
討
を

重
ね
、
統
一
性
を
図
っ
て

い
く
。

質　

今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
伺
う
。

課
長　

庁
内
に
「
日
の
出

町
使
用
料
等
適
正
化
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
、
受
益
者
負
担

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
。
平
成
30
年
度

に
は
、「
日
の
出
町
使
用
料

等
審
議
会
」
を
設
置
し
、

お
お
む
ね
３
年
に
１
度
、

制
度
全
体
の
検
証
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
く
。

安
全
安
心
、
防
災
、
減
災

の
ま
ち
づ
く
り
を

質　

避
難
指
示
体
制
、
特

に
夜
間
の
避
難
や
災
害
要

援
護
者
支
援
は
万
全
か
。

町
長　

内
閣
府
の
「
避
難

勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
実
効

性
を
高
め
て
い
き
た
い
。

質　

町
内
全
避
難
所
の
耐

震
性
、
安
全
性
は
。

課
長　

各
小
・
中
学
校
や

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

14
施
設
で
、
耐
震
化
率
は

100
％
で
あ
る
。
一
時
避
難

所
で
は
谷
ノ
入
会
館
、
三

吉
野
会
館
は
耐
震
補
強
設

計
を
行
い
適
切
な
対
応
を

図
っ
て
い
く
。

質　
「
防
災
隣
組
」
の
観
点

か
ら
自
治
会
加
入
さ
れ
て

い
な
い
所
帯
へ
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

課
長　

転
入
し
て
き
た

際
、
役
場
窓
口
で
加
入
を

勧
め
て
い
る
。

質　

町
の
防
災
備
蓄
の
種

類
、
量
を
充
実
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

課
長　

防
災
活
動
拠
点

で
あ
る
役
場
、
各

避
難
所
に
、
ア

ル
フ
ァ
化
米
２
万�

９
０
５
０
食
、
ク
ッ

キ
ー
、
ク
ラ
ッ
カ
ー�

１
万
４
３
６
０
食
、

飲
料
水
５
６
８
６
ℓ
、

毛
布
810
枚
、
災
害
用

ト
イ
レ
３
６
０
０
枚
、

紙
オ
ム
ツ
８
５
０
０

枚
、
生
理
用
品
１
万�

２
６
０
０
枚
、
タ

オ
ル
２
０
４
０
枚

な
ど
備
蓄
し
て
い

る
。
各
自
治
会
館
で

も
そ
れ
ぞ
れ
食
料

品
、
飲
料
水
は
備

蓄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、

イ
オ
ン
日
の
出
、
秋
川
農

協
と
「
災
害
時
に
お
け
る

救
援
物
資
の
供
給
等
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
て

対
処
し
て
い
る
。

質　

今
後
、
防
災
備
蓄
に

口
腔
ケ
ア
の
観
点
か
ら
の

歯
磨
き
粉
、
歯
ブ
ラ
シ
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

課
長　

必
要
な
も
の
を
検

討
し
、
準
備
し
て
ま
い
り

た
い
。

各種団体に利用されている町民グランド
（照明点灯盤）

防災備蓄品などが収納されている防災倉庫

嘉
か

倉
くら

 　 治
おさむ

小こ

玉だ
ま 

正ま
さ

義よ
し
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町
の
障
が
い
者
福
祉
の
さ

ら
な
る
増
進
を

質　

町
内
の
障
が
い
者
手
帳

所
持
者
の
傾
向
と
推
移
は
。

課
長　

過
去
３
年
間
で
132

人
増
加
。
町
内
介
護
施
設

に
入
所
す
る
方
に
取
得
申

請
が
増
加
の
傾
向
。

質　

町
の
医
療
的
ケ
ア
児

へ
の
支
援
を
伺
う
。

課
長　

東
京
都
が
新
規
で

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

問
題
で
あ
り
、
都
の
動
向

を
含
み
な
が
ら
町
と
し
て

も
対
応
が
必
要
だ
が
、
町

の
計
画
の
中
で
も
課
題
提

起
さ
れ
て
い
る
基
幹
と
な

る
充
実
し
た
相
談
セ
ン

タ
ー
が
先
ず
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。

質　

障
が
い
者
へ
の
虐
待

実
態
を
伺
う
。

課
長　

過
去
３
年
間
で
、

５
件
の
通
報
を
受
け
た

が
、
事
実
確
認
を
行
っ
た

結
果
い
ず
れ
も
虐
待
で
は

な
い
と
判
断
し
た
。

質　

障
が
い
者
就
労
支
援

の
町
の
実
績
は
。

課
長　

日
の
出
町
の
「
あ

る
っ
て
」
に
委
託
し
て
い

る
が
、
28
年
度
は
7
名
が

新
規
就
労
さ
れ
て
い
る
。

副
町
長　

今
回
、
障
が
い

者
福
祉
の
質
問
を
頂
き
、

認
識
を
新
た
に
し
た
と
こ

ろ
も
あ
る
。「
あ
る
っ
て
」

が
で
き
、
行
政
事
務
報
告

書
に
実
績
が
載
せ
ら
れ
た

こ
と
は
評
価
し
た
い
。
町

で
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が

あ
る
か
を
把
握
し
検
討
を

続
け
て
い
く
。

質　

障
が
い
者
差
別
解
消

法
の
合
理
的
配
慮
に
つ
い

て
町
の
取
り
組
み
は
。

課
長　

昨
年
8
月
に
障
が

い
者
施
設
関
係
者
へ
講
演

会
を
行
っ
た
。
今
年
度
12

月
に
研
修
会
を
主
任
・
主

事
全
職
員
を
対
象
に
実
施

す
る
。
町
障
が
い
者
施
設

で
の
体
験
研
修
も
実
施
し

て
い
る
。

平
井
川
に
架
か
る
中
里
橋

の
橋
脚
部
に
つ
い
て
伺
う

質　

構
造
物
の
設
置
、
破

損
時
期
は
。

町
長　

中
里
橋
は
、
平
井

小
学
校
の
北
側
に
か
か
り
、

昭
和
32
年
3
月
に
供
用
が

開
始
さ
れ
、
橋
長
約
30
ｍ
、

有
効
幅
員
約
1.8
ｍ
の
橋
梁

で
あ
る
。

　

橋
脚
部
に
設
置
し
て
あ

る
構
造
物
に
つ
い
て
は
、

多
自
然
型
川
づ
く
り
を
意

識
し
た
河
川
伝
統
工
法
の

一
つ
で
あ
る
木
工
沈
床
工

法
を
採
用
し
た
補
修
工
事

を
平
成
16
年
度
に
実
施
し

た
が
、
大
雨
や
台
風
な
ど

の
増
水
、
少
雨
時
の
渇
水

を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
補

修
し
た
構
造
物
の
部
材
が

腐
食
し
、
破
損
を
し
た
こ

と
か
ら
、
25
年
度
に
一
部

を
撤
去
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

質　

設
置
目
的
は
。

課
長　

橋
脚
基
礎
部
分
の

河
床
が
洗
掘
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
既
に
東
京
都
で

取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
て

い
た
平
井
川
改
修

工
事
に
採
用
さ
れ

た
、
多
自
然
型
川

づ
く
り
に
な
ら
い
、

明
治
時
代
中
頃
に

考
案
さ
れ
た
と
言

わ
れ
る
河
川
伝
統

工
法
の
一
つ
で
あ

る
間
伐
材
と
自
然

石
を
使
用
し
た
木

工
沈
床
を
河
川
横

断
幅
全
体
に
施
し
、

河
床
洗
掘
の
防
止

と
橋
脚
基
礎
部
分

の
保
護
を
目
的
と

し
て
設
置
し
て
い

る
。

質　

今
後
の
予
定
に
つ
い

て
は
。

課
長　

今
後
の
予
定
は
、

23
年
度
か
ら
25
年
度
ま

で
の
３
ヵ
年
を
か
け
て
実

施
し
た
橋
梁
定
期
点
検
業

務
の
結
果
と
、
28
年
度
か

ら
30
年
度
ま
で
の
３
ヵ
年

で
実
施
す
る
橋
梁
点
検
の

結
果
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
、
町
全
体
の
橋
梁
修
繕

計
画
を
策
定
し
、
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

日の出町障がい者就労・生活支援センター
「あるって」

平井川の中里橋

村
むら

木
き

 　 満
みつる

縄な
わ

井い 

貴き

よ

こ

代
子
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家
庭
ご
み
の
資
源
化
の
徹

底
を
求
め
る

質　

雑
が
み
回
収
お
試
し

袋
の
配
布
を
。

課
長　

日
の
出
町
産
業
ま

つ
り
等
に
お
い
て
、
来
年

度
予
算
で
「
雑
紙
お
試
し

袋
」
の
配
布
を
検
討
す
る

と
と
も
に
い
っ
そ
う
の
啓

発
に
努
め
る
。

質　

生
ご
み
堆
肥
化
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
講

習
会
実
施
を
。

課
長　

い
か
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

ご
み
が
減
る
こ
と
で
資
源

化
率
の
向
上
が
期
待
で
き

イ
ベ
ン
ト
時
に
、
使
用
方

法
の
説
明
等
行
っ
て
い
く
。

質　

レ
ジ
袋
の
削
減
を
。

課
長　

マ
イ
バ
ッ
グ
等
の

持
参
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
「
マ
イ
バ
ッ

グ
等
の
持
参
促
進
及
び
レ

ジ
袋
の
削
減
に
関
す
る
協

定
」
を
事
業
者
と
締
結
す

る
事
に
つ
い
て
研
究
す
る

と
と
も
に
、
効
果
的
な
Ｐ

Ｒ
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

難
病
患
者
以
外
で
も
非
常

用
発
電
装
置
の
購
入
補
助

に
支
援
を
求
め
る

質　

人
工
呼
吸
器
患
者
へ

の
支
援
を
。

課
長　

生
命
の
危
機
に
直

結
す
る
在
宅
人
工
呼
吸
器

使
用
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
、
災
害
時
の
停

電
時
に
予
備
電
源
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。
都
で

は
無
償
貸
与
す
る
場
合
の

購
入
経
費
を
補
助
し
て
お

り
ま
す
。
近
隣
自
治
体
の

動
向
見
な
が
ら
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

質　

認
知
症
が
障
が
い
者

手
帳
の
対
象
で
あ
る
こ
と

の
周
知
徹
底
を
求
め
る
。

課
長　

制
度
の
内
容
、
申

請
の
条
件
、
手
続
き
に
必

要
な
も
の
な
ど
お
知
ら
せ
す

る
必
要
が
あ
る
。
申
請
理

由
な
ど
も
ご
相
談
い
た
だ
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

大
災
害
と
自
治
体
の
対
応

に
つ
い
て
問
う

質　

町
の
中
山
間
地
に
お

け
る
土
砂
災
害
、
平
井
川

の
増
水
に
よ
る
浸
水
な
ど

過
去
に
発
生
し
た
事
例

は
。

町
長　

伊
勢
湾
台
風
、
狩

野
川
台
風
、
キ
テ
ィ
台
風

を
経
験
。
一
番
大
き
な
災

害
が
発
生
し
た
の
は
、
大

久
野
の
岩
井
地
区
、
水
の

流
れ
が
ぶ
つ
か
る
場
所
で

決
壊
し
、
水
道
管
が
露
出

し
上
流
の
給
水
区
域
が
断

水
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
土
砂
災
害
、

梅
ヶ
谷
峠
の
残
土
の
土
砂

災
害
、
通
行
止
め
を
２
ヶ

月
近
く
余
儀
な
く
さ
れ
た

経
緯
も
あ
る
。
東
京
都
は

鉄
骨
で
一
時
的
な
土
砂
の

流
失
を
土
止
め
し
た
。
現

在
の
と
こ
ろ
も
ち
こ
た
え

て
い
る
。

　

三
つ
目
は
、
落
合
堰
、

塩
田
耕
地
に
水
を
送
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
か
さ
上
げ
を
四
、

五
十
セ
ン
チ
し
た
こ
と

で
、
浸
水
区
域
と

浸
水
し
た
家
屋
に

水
が
あ
た
り
危
険

な
状
態
で
大
変
な

思
い
を
し
た
。

　

平
井
川
は
流
域

が
浅
く
台
風
の
た

び
に
水
か
さ
が
急

激
に
増
す
川
で
、

一
時
、
台
風
が
来

る
と
非
常
に
危
険

を
伴
う
状
況
で
あ

る
。

　

私
も
そ
う
し
た

経
験
を
し
て
き
た

経
緯
も
あ
り
、
平

井
川
沿
線
は
、
大

雨
が
降
る
た
び
に
常
に
心

配
を
抱
え
て
い
る
。

　

大
災
害
が
発
生
し
た
場

合
は
、
職
員
の
対
応
能
力

を
大
幅
に
上
回
る
業
務
が

発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
担
当
部
署
だ
け
で
な

く
、
全
庁
を
挙
げ
た
役
割

分
担
の
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
の
ほ
か
、
関
係
機
関

と
の
応
援
、
協
力
体
制
の

構
築
も
重
要
と
考
え
て
い

る
。

鹿の湯橋南側付近の平井川

青
あお

鹿
しか

 和
かず

男
お

折お
り

田た 

眞ま

ち

こ

知
子
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　会議録とは、議会の活動経過を開会から閉
会まで詳しく記録した公文書です。
　知りたい情報を広く的確に調べることがで
きますので、積極的にご活用ください。

日の出町議会情報には「議会開催日程・内容・
議会だより」等も掲載しています。

本会議の会議録を
インターネット公開しています。

町のホームページ…
（www.town.hinode.tokyo.jp）

↓
町議会
↓
会議録
↓

会議録検索システム

アクセス方法

請願・陳情は！
　12 月の定例会では、11月 20日までに受
理したものについて審議します。それ以降の
受付の場合は、次回定例会で審議することに
なります。

　平成 28年 9月 20日より、日の出町議会
請願及び陳情取扱要綱が制定されました。

○　件名は、おおむね 50字以内、趣旨、及
び理由は合わせておおむね 1,500 字以
内としてください。

○　郵送された陳情書は、要望書扱いとなり
ますので、必ず陳情者が持参してくださ
い。（開庁時にご来庁願います。）

○　その他、詳しいことは議会ホームページの、
日の出町議会請願及び陳情取扱要綱また
は議会事務局まで問い合わせください。

日
の
出
町
の
定
住
化
を
問

う質　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

住
み
や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン

グ
で
日
の
出
町
が
１
位
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
町
を

Ｐ
Ｒ
す
る
好
機
と
思
う
が

お
考
え
は
。

町
長　

こ
の
分
析
は
数
値

や
算
出
方
法
が
明
確
で
は

な
い
が
、
転
入
に
よ
る
社

会
増
と
考
え
ら
れ
る
。
巷

の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
一
喜
一

憂
す
る
こ
と
な
く
福
祉
単

独
施
策
を
推
進
し
、
町
の

移
住
・
定
住
情
報
を
適
切

に
公
表
し
、
Ｐ
Ｒ
を
進
め

て
行
き
た
い
。

質　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
定

住
情
報
の
リ
ン
ク
バ
ナ
ー

を
設
け
る
べ
き
と
思
う
が

お
考
え
は
。

課
長　

定
住
希
望
者
に
呼

び
掛
け
る
よ
う
な
構
成

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質　

保
育
園
の
0
～
3
歳

児
の
待
機
児
童
の
状
況

は
。

課
長　

全
体
で
29

人
で
、
保
育
士
1

人
に
対
す
る
０
、

１
、２
歳
児
の
受
け

入
れ
可
能
な
人
数

が
少
な
い
の
が
大

き
な
要
因
で
あ
る
。

質　

0
～
2
歳
児

に
特
化
し
た
保
育

園
の
新
設
や
分
園

等
の
方
法
も
あ
る

と
思
う
が
お
考
え

は
。

課
長　

今
年
度
は

計
画
期
間
の
中
間

年
で
小
規
模
保
育

所
の
新
設
や
分
園

も
検
討
し
た
い
。

質　

人
口
減
少
・
少
子
化

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、
町
の
お

考
え
は
。

副
町
長　

今
あ
る
施
策
を

継
続
、
良
く
す
る
た
め
の

見
直
し
を
行
い
、
町
に
住

ん
で
子
育
て
し
や
す
い
環

境
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

濵
はま

中
なか

 映
てる

慈
よし
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折田 眞知子　　東　　亨　　加藤 光德　　濵中 映慈
平野 隆史　　嘉倉　 治　　青鹿 和男

（委員長）

縄井 貴代子　　小玉 正義　　村木　 満
星野　 茂　　田村 みさ子　　清水　 浩

（委員長）

日 月 火 水 木 金 土
11/19 20 21 22 23 24 25

議会運営
委員会

26 27 28 29 30 12/1 2

本会議
（議案審議）

本会議
（一般質問）

3 4 5 6 7 8 9

本会議
（一般質問）

総務
まちづくり
常任委員会

厚生文教
常任委員会

議会運営
委員会

10 11 12 13 14 15 16

本会議
（議案審議）

12月定例会日程（予定）

午前10時開会　議会を傍聴しましょう

日
の
出
町
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
、
身
近
な
議
会
を
め
ざ
し
、

議
会
報
告
・
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

平
成
29
年
11
月
25
日
（
土
）�

　
　
　

午
後
１
時
よ
り

場
所　

や
ま
び
こ
ホ
ー
ル

※
予
約
・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
せ　

日
の
出
町
議
会
事
務
局

日の出町議会「町民懇談会」
を開催します

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

日の出町議会常任委員会委員の紹介
厚生文教常任委員会委員 総務まちづくり常任委員会委員
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再生紙を使用しています。

日の出町議会事務局
☎（５ ９ ７）０ ５ １ １　内線 ３ ６ ３

第
30
回
町
民
体
育
祭
も
終
わ
り
、
各
地
か
ら
紅
葉
の
便
り
が
届
く
今
日

こ
の
頃
・
・

こ
の
度
、
９
月
よ
り
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
委
員
長
の
職
を
務
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
議
会
の
活
動
や
審
議
内
容
等
を
報
告
し
、
よ
り
見
や
す

く
魅
力
あ
ふ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、
６
名
の
編
集
委
員
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
か
ら
議
会
だ
よ
り
に
対
し
、
ご
意
見
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
編
集
委
員
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。編

集
委
員
長　

平
野 

隆
史

西多摩郡町村議会議員親睦会

森林ヨガの様子

９月２９日、奥多摩町「山のふるさと村ビジター
センター」にて開催されました。当日は西多摩
郡町村議員４６名が参加し、アロマ教室、ガイド
ウォーク、森林ヨガ教室の各種体験を行いました。
東京都立奥多摩湖畔公園「山のふるさと村」

http://www.yamafuru.com/

８月18日、日の出町役場にて救急救命講習会が
開催されました。
当日は秋川消防署、東京防災救急協会の指導に

より、秋川流域（あきる野市、檜原村、日の出町）
の市町村議員２７名が参加しました。

議会だより編集委員
村木　　満	 清水　　浩	 青鹿　和男
縄井　貴代子	 平野　隆史	 折田　眞知子
	 	   （編集委員長）

秋川流域市町村議会正副議長会


